



Earthquake Damage Caused by the Earthquake off 
the Izu Peninsula， 1974 






































































































































は被害主将 50~89%í乙及ぶもので大被害とし， C は25~49
%の被害率で中被害， Dは1O~24%の被害率で小被害，
Eは無被害またはごく軽微な 9%以下の被害卒を示すも
































































全体陥没子!け 23 41 
瓦 隠さW{弓 33



































































































































品ま 人 世帯数 死方思負警家屋被害 非住家
全
被率害
(壊率必) 口 者不 議|議l謁) 明 (勿〉
中木 331 85 27 8122 34 29 25.9 45.9 
(4) 焼失5入間 287 64 2114 28 25 21.9 43.8 
伊浜 447 98 1 1 7120 70 2 7.1 17.3 
落居 77 20 6 4 51 11 20.0 32.5 
妻良 525 153 18 35 54 3111.8 23.2 
南 西子浦 118 3113 22 46 4111.0 20.3 
東子滞 71 10 15 24 14.1 24.6 
石廊崎 438 108 8 2140 60 1.9 20.4 
伊 下賀茂 1.225 300 4 6 1 1 50 2.0 2.2 
大瀬 467 101 1 4120 。2.0 
豆 上小野 212 62 2 8 
。1.6 
下小野 341 93 1 1.1 1.1 
湊 1，366 317 3 1 4 。。
町 加納 647 170 2 1 5 。0.6 
差回 170 36 1 。。
下流 552 127 1 6 。。
手石 766 176 2 1 0.6 0.6 
石井 226 63 8 。。
吉祥 374 95 1 3 3.2 3.2 
岩殿 60 15 2 。。
吉田 62 1，9 2 1 。5.3 
青野 257 79 1 。。
立岩 100 30 1 。。
一条 298 73 1 。0.7 
二条 349 83 18 。。
市之瀬 312 81 。。
南伊豆町計 29 101 211 490 14 3.8 7.8 10，52212，637 I (4)I 39焼失5
下回 2，835 17 6 0.32 0.81 
下 稲生沢 2，200 6 2111282 0.09 0.11 
稲梓 860 。 35 。。
田 白浜 600 6 2 1151 1 。0.17 
市 浜崎 960 
。 57 。。
朝日 630 5 12 11 184 6 1.90 2.8 
(田牛) (90) (12) (11) (13.3) (19.5) 
下田市計 31， 57118，085 34 23 42 1，173 13 0.28 0.54 
東伊豆町 [16，吋 ω4[ [ 61 2[ 。
西伊豆町 [10，2761ω6[ 1 1 [ 8121 [ 
松崎町 10，9731ω31 1 71 [174[52 [ 
。
河津町同，叫 2吋 1 21 [25117[ 
。












































































l地名 課査 方廻転向 最動(大距cm移離) 転倒加速度 不倒寺院 転倒方向 多頻度範囲最大 加速度
数 xg xg xg 
13 0.32rvO.39 0.42 0.43 
田牛長谷寺 35I WNW，SW I 1/ 10 0.31rvO.37 0.39 0.40 
下賀茂 泉竜寺 25 WNW，ESE 11 6 0.33rvO.35 0.39 0.42 
慈雲寺 25 WNW 11 10NE 0.30rvO.35 0.38 0.39 
手石 正善寺 25 WNW，SE 1/ 5 0.30~0.35 0.38 0.40 
湊 !修福寺 15 0.32 
下流 大慈寺 20 SSW 0.33rvO.35 0.40 0.43 
石廊崎 正眼寺 35 NE 
反時計 10 0.34rvO.40 0.44 0.45 廻
中木 宝永軒裏 40 W 1/ 0.33rvO.40 0.43 0.45 
入間 海蔵寺 75 NNE，SSW 1/ 6SE 0.37rvO.43 0.49 0.495 
妻良 善福寺 40 SSE " 8 0.28rvO.40 0.42 0.44 
子浦 金村泉所寺内
36 SSE 11 11 0.28rvO.35 0.38 0.43 
伊浜 2ケ 15 N.SSE 
1/ 15 0.36rvO.40 0.41 0.44 
普昭寺 38 N，S 1/ 10 0.33rvO.40 0.43 0.435 
立岩 万霊寺 26 NNW，SSE " 15 0.35rvO.38 0.38 0.40 
二条 法伝寺 23 SSE，WWN ノ 7.5 0.34rvO.36 0.41 0.42 
加納 20 N，S 11 0.32rvO.37 0.40 0.41 
吉田 SSE 0.38 0.39 














-込一-g ~ h 
となる. bは墓石の帽で， hは高会である. また地震動
が水平とθなる傾きをなす場合には墓石の倒れる条件は
a ミl/{COSO + -?sinof 





































































































































0.36 0.38 0.40 0.42 0.44 0.46 0.48 0.50 191 
最大加速度
図 13住家被害率と地震動最大加速度との関係
しある幅でばらつくが，被害率が大きいほど最大加速度
も大きくなる傾向がみられる.両者は比例関係があると
みなされよう. 図中， 中木は最大加速度の割合lこ被害
率の大きかったのは，地すべりによる家屋の被害が大き
かったためと思われるし，子浦や田牛の被害率の比較的
大きいのは，入江に発達した軟弱地盤の地震動災害が著
しく現われたものと考えられる.
石廊崎では断層付近の震害は大きかったがp 地盤のよ
いところでは震害はそれほどめだたなかったので，全体
として震害と最大加速度との関係は入間における場合と
かなり類似であると考えられる.しかし岩盤地帯であっ
たためか最大加速度側にやや大きくなったものと考えら
れる.入閣の場合は石廊1[青からの地震断層の西北延長部
にあたるほか砂質地盤でもあって地震動災害が最も著
しく，最大加速度と大きな相閣をもったものと考えられ
る園
5。おわりに
今回の地震による地震動災害を調査した結果，震害は
地盤と密接な関係をもら，また断層などの地変及び地震
動による地すべりや落石により生じたものが著しかった
ことが注目される.石廊崎では断層による震害がめだち
入間では地震動による震害が特徴的であった.中木や落
居は地すべりや落石による災害が著しかった.妻良，子
浦，伊浜，田牛などにおいても地震動災害が顕著であっ
た.特に地盤の豆、いと乙ろに被害が集中したといえる.
ζのような地震災害の資料は今後発生するであろう震害
に対しその対策を考える上において大いに考慮しなけれ
ばならない.
終りに臨み調査に同行し種々協力された本学の学生杉
山晴士，奥田仁郎及び高森智の両氏に感謝するとともに
現地において資料を提供しかっ種々援助して下さった下
田市役所及び南伊豆町役場の担当者並びにその他の方々
に厚く感謝する.なお本研究は文部省科学研究費(災害
特別研究費)によることを付記して謝意を表する.
